
日頃より消防団活動において、町民の皆さま
のご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。
　消防団は地域防災の要であり、火災はもとよ
り多様化する自然災害に対し、これまで以上に
地域の消防団への期待は高まっています。伝統
ある甘楽町消防団の地域防災力の維持・向上の
ためより一層関係機関と連携をとり、団員一同
一丸となって消防活動に取り組んでまいります。

　昨秋に行われた地域防災訓練では消
防団をはじめ各関係機関や地域住民と
連携を深めることができ、また多くの町
民の皆さんが参加されたことから地域
に即した防災意識を共有することがで
きました。今後さらに地域防災力を高め
るため消防団と協力し署員一同精進し
ていきます。
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◎ 県消防協会精績章表彰・精勤章表彰（10年）、
　町勤続章表彰（10年）
　新井　司（２－１部長）　松野正志（１－２団員）
　土屋和樹（１－２団員）　 光紀（１－２団員）
　加藤友紀（１－３団員）　飯塚大晃（１－３団員）
　高橋明敏（２－２団員）　渡邉貴宏（２－２団員）
　早川賢治（２－２団員）　古舘智也（２－２団員）
◎県消防協会精勤章表彰（５年）
　富澤友哉（１－１団員）　富岡槙也（１－１団員）
　吉田康仁（１－２団員）　松浦祐也（１－２団員）
　永井俊也（１ー２団員）　野㞍佳希（２－１団員）
　遠田　翔（２－１団員）　篠原理志（２－２団員）
　松井勇気（２－２団員）　小野﨑将之（２－３団員）
　堀込圭一（２－３団員）

◎ 県消防協会功労章表彰
　山田　剛（１分団長）
◎ 県消防協会永年勤続功労章表彰・精勤章表彰（15年）、
町勤続章表彰（15年）
　大類裕芳（２分団長）　堀口朝也（１副分団長）
◎ 県消防協会永年勤続功労章表彰
　落合弘典（２副分団長）
◎ 県消防協会精勤章表彰（20年）、町勤続章表彰（20年）
　髙𣘺文男（１－３団員）　齋藤鎮也（１－３団員）
◎ 県消防協会精勤章表彰（15年）、町勤続章表彰（15年）
　飯塚幸次（１－３団員）
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新春に備えと連携を誓う新春に備えと連携を誓う

分列行進分列行進

令令令令和６和６和６和６和６和６和６和 年消年消年年消年消年年消年消年 防団団出初式が式が式がががが式がが１月１月１月１月１月１月１月１月７日７７７７ に
役場役場役場役場場場前庭前庭前庭前庭前庭前庭で行で行で行で行で行行でで行でで行われわれわれわれれれわれわれましましましましままましましましました。た。た。たた。た。た。
町町議会議会会会会議員議員議員議員議員員員員員や区ややや区や区や区や区や区や 長な長な長な長なな長な長ななど関ど関関ど関ど関ど関ど関ど関係者係者係者係者係者係者係者係係 が見が見がが見ががが見が見が 守守守守守

る中を勇壮な壮壮壮壮 姿で分列列列分列列列列列行進行進行進行進進進進し、放水水水放水水水水水試試試
験では正確な確確確 操法操法を披披披を披披披披露し露し露し露し露し露し露し露しましましましまししまししたた。たたた。
　安全安心なまちづくりにに向け向け気をををを気をををを引
き締め、決意を新たに今年も伝統ある
町消防団の活動が始まりました。

表彰式表彰式

放水試験放水試験

出出 初初 式式

■ 総務課庶務係☎74-3131■ 総務課庶務係☎74-3131

町政の動き
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　私たちはそれぞれの生活をしながら、消防団活動をしています。活動は
自分のできる範囲で構いません。信頼し合える仲間とともに熱い想いを胸
に「町、地域、家族」を守りましょう。消防団活動に興味のある人は、町総
務課庶務係（☎74-3131）までご連絡ください。

地域を守ることは、自分や家族を守ること！
　消防団は皆さんの暮らしを守る一助です。地域防災力の
向上は、一人一人の力の積み重ねが必要です。団員はさま
ざまな職種の人、いろんな考えの人も一体感を持って楽し
く活動をしています。無理なく、事故なく、透明感ある甘
楽町消防団なので、新規入団をぜひ！お待ちしています。

　町外から転入し、消防団
に入団したことで、団員だ
けでなく、地域住民とのつ
ながりを持つことができま
した。災害が頻発・激甚化
する中で一人でも多くの消
防団員の力が必要です。防
災の知識を深めるためにも、
私たちと活動しませんか。

第２分団第１部
佐藤哲哉 さん（会社員）

消防団員は地域防災の要
あなたの力が必要です

第２分団第２部
堀口健矢 さん（会社員）

　消防団に入団してまだ１
年目ですが、幅広い世代の
方々との交流の場であり、
自分の視野を広げることが
できました。仕事との両立
は大変だと思いますが、そ
の分、成長の機会があります。
共に活動できることを心待
ちにしています。

　今年度に隣町から引っ越
してきて入団しました。当初
は私に務まるのか不安でし
たが、諸先輩方から親切に
教えていただき少しずつ活
動に慣れてきました。仕事
との両立は大変ですが、有
意義なことが体験できるの
で一緒に活動しましょう。

第２分団第３部
清水光佑 さん（会社員）

ラッパ隊

ラッパ長
下村純一 さん（会社員）

　ラッパ隊は式典で演奏を行
うため、各分団から選出された
団員と機能別団員（※）が集ま
り訓練を行っています。訓練を
通じて他分団員との交流や情
報交換ができ、分団の枠を越
えたつながりがりを築けます。
　楽器の楽しさも一緒に味わ
いましょう。

　ラッパの音で伝達が行われていた時代の伝統を守り受け継ぎ、式典に
おいては列席者への敬意を表すなど重要な役割を担っています。

住民の安全を守る
交通指導隊

　交通指導隊は、10人で構成される部隊です。消防団組織の一翼
を担い、災害時には事故防止のため交通整理にあたっています。
　通常時は警察、安全協会などと連携し交通秩序の保持と交通事
故防止、住民の安全を守るために幅広く活動しています。

交通指導隊副隊長
勅使河原 清 さん（会社員）

　交通指導員は街頭活動を始めとす
る交通安全活動に従事し、多くの交
通ボランティアなどの皆さんととも
に活動に取り組んでいます。空気も
乾燥し火災が起こりやすい時期、火
の取扱いには十分注意していただき
晴やかに新年度を迎えてまいりま
しょう。今後も『安全•安心』を合言
葉に事故を一つでも減らす日々の取
組みを実施していきます。

活動する人たちの声

　入団当初は分からないこ
とばかりでしたが、先輩方
がやさしく指導してくださ
り安心して活動することが
できています。活動を通し
て火災時の対応や防災など
の知識を身に付けることが
できるので、一緒に地域の
安全を守っていきませんか。

第１分団第１部
小池哲矢 さん（地方公務員）

　消防団に入団し、日頃か
ら町の皆さんにはお世話に
なりながら、地域の方々と
の交流や仲間と一緒に活動
できています。初めてのこ
とも経験させていただき、
入団して勉強になることも
あります。甘楽町のために
一緒に活動してみませんか。

第１分団第２部
新井聖人 さん（会社員）

第１分団第３部
田村颯一朗 さん（会社員）

　消防団に入ったことで、
訓練を通じて団員同士の連
携や協力の大切さを実感し
ました。活動の中での責任
感や使命感は大きく、団員
としての成長を感じること
ができました。入団する方、
ぜひ成長と共に地域へ貢献
しましょう。

入団して感じたことや
新しい仲間に向けての
メッセージです。 　　消防団員募集しています　　消防団員募集しています!!

入団入団
３年目３年目

入団入団
３年目３年目

入団入団
１年目１年目

入団入団
１年目１年目

入団入団
１年目１年目

入団入団
５年目５年目 ※機能別団員… ラッパ隊などの特定の

活動に専念する団員

第１分団長
山田　剛 さん

（団体職員）

8広報かんら／2024.2.1 広報かんら／2024.2.19


